
（第 3種郵便物認可）（11） 2 0 1 9 年（令和元年）1 0 月 7 日（月曜日）

　
超
高
齢
社
会
と
な
っ
た
日

本
に
お
い
て
、
２
人
に
１
人

が
が
ん
に
罹
患
（
り
か
ん
）

し
、
３
人
に
１
人
が
が
ん
で

死
亡
し
て
い
る
。

　
が
ん
と
は
、
は
た
し
て
い

か
な
る
病
な
の
か
。
日
本
人

の
死
亡
原
因
の
１
位
を
占

め
、
多
く
の
人
が
恐
れ
を
抱

く
「
が
ん
」
を
、
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
最
新
の
デ
ー
タ

に
基
づ
き
解
説
し
て
い
る
の

が
本
書
で
あ
る
。

　
初
版
の
２
０
１
５
年
か
ら

お
よ
そ
４
年
、
が
ん
医
療
は

大
き
く
前
進
し
た
。
18
年
に

ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞

を
受
賞
し
た
京
都
大
学
の
本

庶
祐
特
別
教
授
に
よ
る
が
ん

の
免
疫
療
法
に
つ
い
て
の
ニ

ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。

ま
た
、
こ
こ
数
カ
月
の
間
に

も
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
に
関

し
て
公
的
医
療
保
険
適
用
の

ニ
ュ
ー
ス
や
、
拠
点
病
院
の

選
定
等
、
が
ん
を
取
り
巻
く

状
況
は
更
新
さ
れ
続
け
て
い

る
。
医
療
は
常
に
進
歩
す
る

も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ

常
に
最
新
の
情
報
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
環
境
は
重
要
で
あ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
が
ん
と

い
う
疾
病
、
そ
し
て
そ
れ
を

保
障
す
る
が
ん
保
険
に
つ
い

て
わ
れ
わ
れ
は
あ
ま
り
に
も

知
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
ご

く
一
部
の
情
報
に
翻
弄
（
ほ

ん
ろ
う
）
さ
れ
て
き
た
。

　
本
書
は
初
版
同
様
、
「
が

ん
保
険
基
本
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
あ
り
、
著
者
も
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
が
ん
と
が
ん
保

険
に
関
す
る
「
基
礎
資
料
」

「
教
科
書
」
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
本
書
の
特
徴

お
よ
び
構
成
等
に
つ
い
て
、

本
書
で
新
た
に
追
加
さ
れ
た

内
容
を
中
心
に
、
若
干
の
感

想
も
加
え
な
が
ら
そ
の
意
義

に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思

う
。

　
本
書
は
全
体
と
し
て
、
第

Ⅰ
、
Ⅱ
章
で
が
ん
の
概
要
を

把
握
し
、
Ⅲ
章
の
商
品
考
察

か
ら
Ⅳ
章
の
が
ん
の
定
義
を

経
て
、
保
険
契
約
と
し
て
の

が
ん
保
険
に
つ
い
て
の
解
説

と
い
う
流
れ
で
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
疾
病

と
し
て
、
保
険
商
品
と
し

て
、
契
約
と
し
て
の
が
ん
保

険
を
知
る
こ
と
で
、
現
在
の

が
ん
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。

　
各
節
の
頭
に
は
、
内
容
の

ま
と
め
、
目
当
て
が
あ
り
、

重
要
箇
所
は
太
字
で
表
示
さ

れ
る
な
ど
、
通
読
に
も
、
必

要
項
目
を
探
す
に
も
便
利
な

よ
う
配
慮
さ
れ
、
読
者
の
知

り
た
い
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し

や
す
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
前
半
の
第
Ⅰ
章
か
ら
第
Ⅲ

章
で
は
、
が
ん
を
取
り
巻
く

環
境
と
そ
の
変
化
に
つ
い

て
、
国
の
取
り
組
み
や
、
が

ん
保
障
の
沿
革
、
各
種
商
品

に
つ
い
て
の
考
察
が
さ
れ
て

い
る
が
、
本
書
で
特
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
治
療
の
高
額

化
、
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
、
そ

し
て
が
ん
サ
バ
イ
バ
ー
に
関

す
る
点
で
あ
ろ
う
。

　
が
ん
医
療
に
関
わ
る
費
用

は
、
オ
プ
ジ
ー
ボ
や
抗
が
ん

剤
の
よ
う
な
直
接
費
用
、
そ

れ
以
外
の
間
接
費
用
の
み
な

ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
費
用
が

あ
る
が
、
問
題
は
、
最
新
医

療
や
有
効
な
医
療
が
あ
っ
て

も
、
費
用
上
の
負
担
か
ら
医

療
提
供
で
き
な
い
と
い
う
深

刻
な
状
況
で
あ
る
。

　
抗
が
ん
剤
の
高
額
化
に
見

ら
れ
る
よ
う
な
医
療
の
高
額

化
は
、
公
的
医
療
保
険
制
度

が
転
機
を
迎
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
お
り
、
同
時
に
民

間
保
険
の
従
来
の
「
補
完
」

と
い
う
役
割
が
「
代
替
」
へ

向
か
う
予
兆
の
よ
う
に
も
感

じ
ら
れ
る
。

　
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
に
つ
い

て
は
前
に
も
述
べ
た
が
、
国

が
推
進
し
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、
今
後
、
と
り
わ
け
保
険

に
携
わ
る
者
は
、
ゲ
ノ
ム
・

リ
テ
ラ
シ
ー
が
必
要
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

同
時
に
、
医
療
技
術
の
進
歩

は
、
治
療
へ
の
新
た
な
可
能

性
を
開
い
て
く
れ
る
が
、
患

者
自
身
の
自
己
決
定
権
の
重

要
性
も
示
し
て
い
る
。
さ
ら

に
、
今
後
一
層
重
要
に
な
っ

て
く
る
の
が
、
が
ん
治
療
と

就
労
の
問
題
で
あ
る
。
両
立

の
難
し
さ
は
、
が
ん
サ
バ
イ

バ
ー
の
み
な
ら
ず
、
治
療
を

要
す
る
病
を
抱
え
た
多
く
の

人
が
直
面
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
企

業
に
も
多
く
の
課
題
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　
第
Ⅳ
章
「
が
ん
の
定
義
」

は
、
本
書
の
中
核
的
位
置
づ

け
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
半
部
の
「
医
学
上
の
が

ん
」
と
後
半
部
の
「
約
款
上

の
が
ん
」
を
判
断
す
る
基
準

は
ま
さ
に
、
こ
こ
で
述
べ
ら

れ
る
「
が
ん
の
定
義
」
に
よ

る
か
ら
で
あ
る
。
本
章
で
は

ま
ず
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
Ｉ
Ｃ
Ｄ
―

11
（
国
際
疾
病
分
類
）
へ
の

改
訂
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て

病
理
組
織
型
に
よ
る
細
分
類

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
、
Ｉ
Ｃ

Ｄ
―
10
よ
り
も
約
款
と
の
整

合
性
が
高
ま
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
従
来
、
医
学
上
の
が

ん
と
約
款
上
の
が
ん
が
異
な

る
こ
と
で
、
消
費
者
の
混
乱

に
つ
な
が
っ
て
き
た
こ
と
へ

の
あ
る
程
度
の
解
決
と
な
ろ

う
。

　
時
の
経
過
、
医
学
の
進
歩

と
い
う
方
向
性
と
解
釈
の
幅

は
ベ
ク
ト
ル
が
異
な
る
。
そ

し
て
、
解
釈
の
幅
に
は
揺
ら

ぎ
が
生
じ
る
。
法
学
の
考
え

方
と
医
学
の
考
え
方
の
交
錯

に
、
約
款
は
ど
う
対
応
し
、

答
え
と
し
て
給
付
を
行
う
の

か
、
と
い
う
課
題
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
く
れ
る
。

　
第
Ⅴ
章
、
第
Ⅵ
章
で
は
、

約
款
と
危
険
選
択
に
つ
い
て

の
諸
問
題
が
事
例
と
と
も
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
特

に
紛
争
と
な
り
や
す
い
の

が
、
い
わ
ゆ
る
「
待
ち
期
間

規
定
（
90
日
不
担
保
条

項
）
」
で
あ
る
。
規
定
自
体

は
、
逆
選
択
防
止
の
た
め
に

必
要
で
あ
る
と
い
う
見
解

で
、
学
説
・
判
例
と
も
に
認

め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
具
体

的
な
争
点
は
、
罹
患
か
診
断

確
定
か
と
い
う
判
断
基
準
に

関
す
る
約
款
の
解
釈
に
集
約

さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
告
知
義
務
違
反

に
よ
る
解
除
と
契
約
前
発
病

不
担
保
条
項
と
い
う
事
前
事

後
の
危
険
選
択
が
あ
る
上

に
、
待
ち
期
間
規
定
も
あ
る

の
は
過
剰
で
あ
る
と
の
指
摘

や
、
契
約
者
間
の
公
平
性
、

契
約
当
事
者
間
の
情
報
の
非

対
称
性
、
各
規
定
の
論
点
整

理
や
整
合
性
な
ど
、
解
決
で

き
て
い
な
い
問
題
が
多
い
こ

と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
る
。

　
ま
た
、
が
ん
保
険
特
有
の

規
定
と
し
て
の
、
復
活
時
無

効
規
定
の
制
限
的
適
用
と
い

う
民
間
保
険
の
宿
命
と
も
い

う
べ
き
課
題
も
示
さ
れ
て
い

る
。

　
本
書
は
『
が
ん
と
が
ん
保

険
』
で
あ
る
が
、
人
の
生
き

方
に
関
わ
る
内
容
で
あ
る
。

　
医
療
、
保
険
の
問
題
は
も

ち
ろ
ん
、
政
治
、
経
済
、
法

律
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
等
、
実
に
幅
広

い
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い

る
。

　
本
書
は
、
第
Ⅳ
章
「
が
ん

の
定
義
」
を
中
央
に
据
え
、

前
半
部
分
は
、
保
険
契
約
関

係
者
の
基
礎
資
料
と
し
て
、

後
半
は
、
特
に
消
費
者
に
向

け
、
必
要
な
保
障
は
何
か
を

知
り
、
選
択
す
る
力
を
与
え

て
く
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味

で
も
、
契
約
の
当
事
者
、
関

係
者
の
み
な
ら
ず
一
般
読
者

も
含
め
た
幅
広
い
人
々
の
必

読
書
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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国
土
交
通
省
が
ま
と
め

た
建
築
着
工
統
計
に
よ
る

と
、
２
０
１
９
年
８
月
の

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

前
年
同
月
比
７
・
１
％
減

の
７
万
６
０
３
４
戸
で
、

２
カ
月
連
続
の
減
少
と
な

っ
た
。
新
設
住
宅
着
工
床

面
積
は
、
同
０
・
８
％
減

の
６
３
９
万
７
０
０
０
平

方
㍍
で
、
３
カ
月
ぶ
り
の

減
少
と
な
っ
た
。
季
節
調

整
済
年
率
換
算
値
は
、
前

月
比
２
・
１
％
減
の
89
万

１
０
０
０
戸
で
、
２
カ
月

連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
利
用
関
係
別
で
は
、
持

ち
家
が
前
年
同
月
比
１
・

６
％
減
の
２
万
４
０
２
７

戸
で
、
11
カ
月
ぶ
り
の
減

少
。
こ
の
う
ち
、
民
間
資

金
に
よ
る
持
ち
家
は
同
１

・
６
％
減
の
２
万
１
３
９

６
戸
で
、
14
カ
月
ぶ
り
の

減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、

公
的
資
金
に
よ
る
持
ち
家

は
同
２
・
０
％
減
の
２
６

３
１
戸
で
４
カ
月
ぶ
り
の

減
少
と
な
っ
た
。

　
貸
家
は
前
年
同
月
比
17

・
５
％
減
の
２
万
９
２
５

５
戸
で
、
12
カ
月
連
続
の

減
少
と
な
っ
た
。
こ
の
う

ち
、
民
間
資
金
に
よ
る
貸

家
は
同
18
・
１
％
減
の
２

万
６
４
０
０
戸
で
、
27
カ

月
連
続
の
減
少
。
公
的
資

金
に
よ
る
貸
家
は
同
11
・

９
％
減
の
２
８
５
５
戸

で
、
３
カ
月
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。

　
分
譲
住
宅
は
前
年
同
月

比
５
・
６
％
増
の
２
万
２

５
１
７
戸
で
、
３
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。
こ

の
う
ち
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は

同
11
・
１
％
増
の
１
万
１

５
９
戸
で
、
先
月
の
減
少

か
ら
再
び
の
増
加
。
一
戸

建
て
住
宅
は
同
２
・
４
％

増
の
１
万
２
２
３
６
戸

で
、
３
カ
月
連
続
の
増
加

と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
首
都
圏

が
総
戸
数
で
前
年
同
月
に

比
べ
０
・
９
％
減
少
し

た
。
内
訳
は
持
ち
家
が
同

７
・
５
％
増
、
貸
家
が
同

14
・
５
％
減
、
分
譲
住
宅

は
同
12
・
９
％
増
だ
っ

た
。

　
中
部
圏
は
、
総
戸
数
が

前
年
同
月
比
で
16
・
４
％

減
。
こ
の
う
ち
、
持
ち
家

が
同
７
・
１
％
減
、
貸
家

が
同
36
・
２
％
減
、
分
譲

住
宅
が
同
13
・
７
％
増
だ

っ
た
。

　
近
畿
圏
は
、
総
戸
数
が

前
年
同
月
比
で
８
・
８
％

減
。
こ
の
う
ち
、
持
ち
家

が
同
０
・
６
％
増
、
貸
家

が
同
７
・
１
％
減
、
分
譲

住
宅
は
同
16
・
９
％
減
だ

っ
た
。

　
そ
の
他
地
域
で
は
、
総

戸
数
で
前
年
同
月
比
８
・

８
％
減
。
こ
の
う
ち
、
持

ち
家
が
同
３
・
８
％
減
、

貸
家
は
同
17
・
６
％
減
、

分
譲
住
宅
が
同
６
・
７
％

増
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
建
築
工
法
別
で

は
、
プ
レ
ハ
ブ
が
前
年
同

月
比
５
・
３
％
減
の
１
万

１
２
０
１
戸
で
、
３
カ
月

ぶ
り
の
減
少
と
な
っ
た
。

ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
は
同
12

・
５
％
減
の
８
９
７
２
戸

で
、
５
カ
月
連
続
の
減
少

と
な
っ
た
。
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少

持
家
は
11
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月
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の
減
少
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